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　平成 26 年 6 月10日から30日まで（内 5日間）駒
沢女子短期大学付属こまざわ幼稚園児、計 213 名（2
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註） 本論文における「協働」と「共同」は、同じ意味
内容として取り扱かった。いずれも「二人以上の者
が力を合わせること」の意味である。（広辞苑 第
六版 岩波書店）
註） 本論文における「製作」は「（道具・機械など型
にはまった物を）（大量に）作ること。」「制作」は「絵
画・彫刻などの芸術作品を個人が、映画・演劇・
放送番組などを何人かが協力して作り上げること。」
の意味内容として取り扱かった。（国語辞典 第四
版 新明解）
現実的に捉えようとすることです。」12）。
「コンピュ ターー は強いけど、ぼくらはもっと強いよ」（レッ
ジョ・チルドレン）12）。
　デジタル環境を否定するのではなく、ロ リースが述べて
いるように、子どもたちの反応を強化し自由にし、新たに
必要なバランスを得るためのダイナミックな力として、現実
的に捉えようとすることを試みるためにも、子どもたちが、
現実の同じ空間で、自由に身体を動かしながら、互いに
影響を与える、共創6）する表現の体験が必要である。
その体験によって、「コンピュ ターー は強いけど、ぼくらは
もっと強いよ」といえるような、デジタル化時代で育つ子
どもたちの感性がたくましく3）、また豊かになる可能性が、
共創する表現によって育むまれるのではないかと考られる。
　
Ⅳ 結論
　現在、初等中等教育において課題となっている、自
立した人間として多様な他者と協働しながら創造的に生
きていくために必要な資質・能力をどのように育むかに
ついて、幼児教育における造形表現が貢献しうる可能
性について検討しながら、デジタル化時代で育つ子ども
たちの感性に対して、今後どのような学びが必要とされ
るのかを探求した。その方法として、本学の保育内容「造
形表現Ⅰ」の授業の指導実践であるグループワ クーを研
究対象とし、135 名の学生を16グループに分け、ダンボー
ルで迷路の機能を持つ「わくわく大冒険」という遊び場
を制作させた。そして、実際に子どもたちの遊ぶ様子
を通して、幼児教育における造形表現の貢献度や今後
の指導内容について検討を加えた。その結果、造形
表現の授業を展開することにより、学生の主体性の向上、
多様性を尊重する態度の育成、他者と協働するための
コミュニケーションの能力を育むことに有益であることが
明らかとなった。そして、デジタル化時代で育つ子ども
たちの感性に対して、共創する表現の体験の必要性が
示唆された。
　今後の課題として、三つの課題があげられる。一つ
目は子どもと一緒に共同制作すること、二つ目は、異な
る素材での検証すること、三つ目は、短時間での共同
制作から考察すること。今後これらの課題を通して実践
的に研究していきたい。
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